
【後部座席】 

運転席・助手席の着用率は 95%を超えている一方で、

後部座席は平均値を下回る低い水準でした。 

 

一般道 40.3% 

（全国平均：42.9%） 

高速道路 59.3% 

（全国平均：75.7%） 

 

【運転席・助手席】 

高さ 14mのビルから落ちる 

時速 60kmの車で壁にぶつかる 
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♦滋賀県における一般道・高速道路のシートベルト着用率♦ 
 

 

 

  

                                       

       

 

 

 

                                    

                           

                                

                                               

 

 

 

 

 
              

 

 

 

♦シートベルト非着用時の危険性♦ 
 

 

                 

 

 

 

 

 

着用40.3% 

着用59.3% 

一般道 

運転席 98.4% 

（全国平均：99.1%） 

 

助手席 96.3% 

（全国平均：96.7%） 

 

高速道路 

運転席 100% 

（全国平均：99.6%） 

 

助手席：100% 

（全国平均：98.9%） 

シートベルト着用率（令和 3年全国調査） 

同じ衝撃 

非着用 

59.7% 

非着用 

40.7% 



近い場所でも 

必ず着用を！ 

▷車内で全身を強打する可能性がある 

▷車外に放り出される可能性がある 

▷前席乗員が被害を受ける可能性がある 

チャイルドシートは、交通事故にあった時の 

被害を減らすとともに、子どもが運転操作の 

支障となることを防ぐ効果があります。 

そのため、6歳未満の子どもには、チャイルド 

シートを使用しましょう。 

 

滋賀県における 

チャイルドシート使用率 

子どもの体格に合うもの

で、座席に正しく固定でき

るものを選びましょう！ 

チャイルドシート使用率（令和元年全国調査・令和２、３年実施なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦チャイルドシートの使用について♦ 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

] 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

使用 60.0% 

 

 

未使用 

40.0% 


